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Abstract
　The Goshonoura Group is distributed in the Goshonoura and Shishiiima islands of
Central Kyushu. The Group of the Shishiiima Island is divided into 5 formations,
i. ｅ･，S－ I ( = Hegushi), S―11 ( = Katasoba), S―m ( = Tateishi), S一一IV (Kashi-
waguri) and S一ｙ ( = Shishijima) Formations.　Roughly speaking, the strata over 1700
m in thickness represents twice major sedimentary cycles composed of the deeping upward
sequence on the lower part ( Formation ･ S＝Ｐ～Formation S－Ⅲ), and ａ shallowing
upward sequence on the upper part ( Formation. S―IV～Formation S－Ｖ）.Ｔｈｅ fact of
these facies changes are suported by the occurrences of abundant molluscan fossils which
compose of characteristic faunal assemblage ‘zones of shallow marine, brackish and pure
marine conditions, from the ･variable 10calities of the group.　The geological age of
the group is undoubtedly determined from the lower Lower Cenomanian to Middle
Cenomanian, judging from theimany･important bivalves and ａｍｎ!onites.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　は　じ　め　に
　鹿児島県獅子島には白亜系の御所浦層群・姫浦層群や古第三系弥勒層群が分布するヽ（長尾, 1924;
Nagao, 1930).本島の御所浦層群についての詳細な地質学的研究はAmano (1962),山本・速
水(1971)や岩崎・坂本(1981)があり，古生物学的研究にはAmano (1956), Tashiro (1971)
の二枚貝, Matsumoto (1960), Matsumoto and Amano (1964)の頭足類，田代・松田(1982)｡
Tashiro and Matsuda (1983)の三角貝などがあげられる.
　Amano (1962)は，本島の御所浦層群を下位からＩ～Ⅲの３層とし，Ｉをａ・ｂ，ｎをａ～ｄの
部層に細区分した．山本・速水(1971) (i,本島の御所浦層群にも熊本県の御所浦層群模式地御所
浦島の松本(1938)による層序区分が適用さ･れる.として，下位より１・ｎ・Ⅲの各層に区分し，
ｌ a, I b, Ha～ne, inの部層の細区分を用い，各々御所浦島の白亜系と対比七だ．一方岩崎・
坂本(1981)は下位より外平層・浦層に区分し，外平層には上・中・下の部層を識別した．これら
の研究に共通している点ば，島の中央部を■ NNE～SSWを軸とする向斜構造を中心に，御所
浦層群が東翼部にむかって上位から下位へと分布し，西翼部は，向斜軸とほぼ平行する複数の断層
により御所浦層群の上半部が姫浦・弥勒層群と接している事があげられる．
　筆者らは，本邦白亜系三角貝の生層序を基に，本島の三角貝産地を中心にその層序区分を検討し
たが，上記め層序区分のいずれとも異なり，本島東岸部が上位で，中央部で下位となる推定を得た
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　（田代・松田, 1982)ので，本島.の御所浦層群を下位からＳ－Ｉ～Ｓ－Ｖの５層に区分した．しか
し，それら各層の本島全域における分布や地質構造の詳細にっいては公表していない．　　　．，
　今回，本論文は，田代・松田(1982)の続編の１つとして，獅子島の御所浦層群の地質図を付し，
その分布，地質構造を述べ，生層位学的立場から，模式地御所浦島の御所浦層群や他地域の中部白
亜系との対比を試みた．　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　２　地　質　の　概　要
　獅子島の御所浦層郡は，下位から, S―I～Ｓ－Ｖの５層に区分できる．このうち，S－I層
は，陸成・汽水成・公海成を示す岩相・動物相が下位から順に重なり／Ｉ堆積サイクルを示す.
S－II層とS －IV層はＳ－Ｉ層のよう.な規則的な岩相変化は観察できないが前者は一般に汽水成，
後者は浅海成の堆積物である．Ｓ７Ⅲ層は下部･で粗粒岩・上部で細粒岩と上方細粒化を示す不完
全な堆積サイクルを示している. s.―v層は下部で細粒岩が優勢で，上部で粗粒岩相が目立ち，
小きざみな砂･.泥の交互する堆積を操返しながら，次第に上方へ向かって粗粒化する傾向がある・
　（図３）．
　Ｓ－Ｉ層（幣串層:Hegushi Formation)
　本層の下位は断層でたたれ基底部は不明である．上位にはＳ－Ⅱ層が整合に重なる．本層の分布
は獅子島では最も広く，島の中央部と西側周辺部（西端部の姫浦層群や古第三系を除く）に露出し，
略ＮＮＥ－SSW方向を軸に島の中央部付近を通る向斜軸の両翼をなしている．しかし，島の
東岸部では，北東海岸付近を除き，向斜軸に略平行する複数の断層で切られ，上位のＳ－ＩＶ・ Ｓ－
Ｖ層と接する．Ｓ一Ｉ層が下部から上部まで略完全に露出する地域は，御所浦から矢道山に至る林
道の切割があり，また中部から上部までの露頭は片側から七郎山に至る林道の切割に完全に連続し
て観察される（但し，両者ともコンクリートの被覆工事が進行中）．
　本層は岩相・勁物相の違いにより上部（Ｓ－ｌｃ）・中部（Ｓ－ｌｂ）・下部（Ｓ－ｌａ）の３
部層に区分できる．
■　　ａ．　　S-la部層（下部層）
　本部層は赤紫色泥岩・灰緑色泥岩・砂岩の互層からなり，砂岩層の一部や砂岩層の下位にはしば
しば疎岩，あるいは喋岩質砂岩層が発達する．それぞれの単層は10m～数10Cmの範囲で変化に富み，
水平方向への連続性は悪く頻繁に膨縮している．露出する範囲の層厚はおよそ200m位である．赤
紫色岩に富む事，喋岩層が顕著なこ,と，灰緑色泥岩中にまれに｀セリシウム″の濃集層が発達する
事などから，本部層はおそらく陸成の堆積物であり，部分的には，汽水域を示す環境とも交錯して
いたと思われる．
　なお，御所浦の北方や片側南方に分布する本部層の赤紫色泥岩は，従来古第三系赤崎層として除
色されている．
　b. S - I b部層（中部層）
　本部層は青灰色砂岩を主とし，暗灰色シルト岩層を頻繁に挾む．砂岩は数ｍ～20数ｍの厚さで，
ルト岩は数lOcm～数ｍの厚さである．砂岩層の一部はしばしば疎岩状に粗粒化する部分があり，
ロスラミナの発達も顕著な部分がある．また同時侵食のシルト質パッチが発達する部分もある．
シ
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部層の全層厚は約230 m ， 産出化石はシルト岩部分に多く　£'omiodon ma£subasensis, Tetoria
ｓんishijimensis, Goshoraia　crenulata.　Crene!la　gyliakiana,Ｐｓｅｕｄａｓａｐりｓ　ｉａｐｏｎｉｃａ.
7Vφiponicorbula okadai, Matsumo£oa unisulca£ａなどのいわゆる汽水生貝化石の濃集層が数層準に･
わたり発達する．また大型巻貝゛セリシウム″や小型の巻貝の密集層も略同様なシルト岩中に発達す
る．砂岩中には, Goshoraia crenula£ａや゛セリシウム″が散点的に産し，まれに大型三角貝の
j）£erotrigonia (s.s.)ｓａｈａｈｕｒaiやＡＭんｏりajaponicaが上部の砂岩層中に認められた．また，上
部の砂岩層中に一層のＧｌＮｃｖｍｅｒiｓ（裁%naid) solidaの密集層（厚さｌｍ±）が観察され，キーベッ
ドとして利用できる．　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　ｙ
　本部層は，汽水域から潮間帯付近が交互するような汀線付近の堆積環境を示していると考えられ，
シルトパッチやクロスラミナの発達は，かなり不安定な環境下にあった事が推測される．また本部
層の模式的な露出は，御所浦から天道山に至る林道や，その南方の片側から七郎山に至る林道の七
郎山西方に略完全な連続露頭があるが，両者とも，コンクリート被覆工事が進行中である．片側の
南方では，本部層の中下部の青灰色砂岩と，上部白亜系姫浦層群が断層関係で接する好露頭がある．
本部層が，汽水～潮間帯域を示す岩相・動物相を示しているため，従来殆んどさらに上位にある
Ｓ－Ｕ層（後述）と混同されて除色されていた(s-n層≒ｍ層:Amano, 1962,山本・速水，
1971:浦層:岩崎・坂本1981).
　ｃ．　　S-Ic部層（上部層）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11暗灰色シルト岩を主とするが，細～中粒砂岩層（１ｍ～10m)が頻繁に挾まれる．本島北半部の
御所浦東方ではシルト岩より砂岩層が優勢な部分があるが，島南半部では厚さ５ｍ程度の砂岩層が
暗灰色シルト岩中に数層発達する程度である．島の中央部の七郎山西南方はシルト岩がはるかに優
勢となり，幣串西方では，１層の砂岩層（５ｍ士）が略中部に認められる程度である．本部層の層
厚は約200m.暗灰色シルト岩には，しばしば生痕化石･Ｚｏｏｐｈｙｃｏｓが産し，散点的に多種の二
枚貝化石やまれにアンモナイトが産する．砂岩には三角貝を主とする二枚貝の密集層が数層準に発
達する．この三角貝密集層はS-ffl, S －ＩＶ層（後述）の三所貝とは明らかに構成種を異にしてい
て特徴的である．
本部層の二枚貝化石は次の通りである．
　シルト岩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　Nucula (Pectinucula) kochiensis Tashiro et Matsuda
　Ａｒ.ila( Truncacila) monobensis Tashiro et Matsuda
　戸ortlandia (s. 1.)ｎａｇａｓｅａｎａTashiro et Matsuda
　Nanonauiｓ ｐｓｅｕｄｏｃχｘｒｉｎａtａTashiro et Matsuda
　£０几avicula£ａｓんiroi Matsuda
　Gervぶia metaforbesiana Amano et Matsumoto
　Entolium sp. cf. E. oboua£um (Stoliczka)
　Parvamussium cf. ｃｏωμパyubarense (Yabe et Nagao)
　Ｐ£ｅｒｏ£rigonia (？Ｓｃａｂｒｏtｒig　ｏｎｉａ)obsole£a (Nakano)
　Ｐ.（?&) pus£ulosa (Nagao) type Ａ
　Ｇｏｓhoｒａｉａｃｒｅｎｕlatａ(Matsumoto)
　Ｐａｃｈｙtｈａｅｒｕｓｎａｇａｏｉ(Matsumoto)
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　　Cucullaea ezoensis Yabe et Nagao
　　’Å肘九〇nya apicalis Nagao　　　　　　　　　　　　　・
　　Periplomyaｿaponica‘Matsuda
　また，本部層のシルト岩からはＳtolicｚｆｅａｉａ ａｍａｎｃ）ｉMatamoto et Inoma･ Ｇｒａｙｓｏｎｉtｅｓsp.
cf. Ｇ･ foun£ani Young, Ｇｒａｖｓｏａｉtｅｓｓpp･， が報告されており(Matsumoto 1960; Matsumoto
and Inoma 1975).筆者らも＆叩厄£es sp., Ａｎｉｓｏｃｅｒａｓsp.,･Ｓ£oliczkaia amanoiを得ている．
　　砂　岩
　　Ｇりｃｖｍｅｒiｓ（裁inaixi)ｓｏｌｉｄａNagao
　　Eonavicula tashiroi Matsuda
　　ＣｕｃｕｌｌａｅａｅｚｏｅｎｓiｓYabe et Nagao
　　ｊ）£ｅｒｏ£rigonia(Ptilo£rigonid) ogaωai (Yehara)
　　p. (P£il.) dilapsa (Yehara)
　　Ｒ（?Scabro£rigonid) pustulosa (Nagao) type Ａ
　　７Ｖφｐｏ㎡£rigonia友治uchiana ( Yokoyama)
　　Goshoraia crenula£a (Matsumoto)
　Ｓ－ｌｃ層のシルト岩層は, Nucula, Acila, por£landia,Nanonavis, Entolium, Paruamussium
などの公海域に生息する種類を含んでおり，Ｚｏ叩妙ｃｏｓや頭足類の産出も考慮すれば，かなり沖
合いの堆積環境にあったことが推測される．それと交互する砂岩層は本島では？.（Ｐtil.）ｏ即ωai,
p. iptil)ｄｉｌａｐｓａの二種の三角貝が圧倒的に多い．
　以上のように，Ｓ－Ｉ層は，非海成の下部，汽水成の中部，浅海一公海成の上部と漸移する１堆
積サイクルを構成しているとみな.せる．
　S一ｎ層（片側層= Katasoba Formation)
　本層は，砂岩優勢の砂岩・泥岩の大まかな互層を主とし，各砂岩層の基底部には，しばしば１～
数ｍの疎岩が発達する．砂岩は一般に優白色～青灰色の粗粒～中粒砂岩で構成されるが，青灰色砂
岩は特に中部～上部に厚く発達していて厚さ１０ｍ以上に達する事もある．泥岩は暗灰色～帯緑色で
厚さ数lOcm～数ｍが普通であり，砂岩との境界は砂岩から漸移する関係にあり不明瞭であるが，泥
岩の上位の砂岩は明らかに下位の泥岩上に凹凸をなして重なる．その部分の砂岩にはクロスラミナの
発達が顕著で，特に疎質砂岩に観られる. Eomiodon。Ｍａ£sumo£ｏａなどのいわゆる汽水生の二枚貝・
巻貝が密集層砂岩には散点的に，砂質泥岩（漸移部）や泥岩には密集層をなし，特に中部付近に数層準
にわたり発達する．密集層中の二枚貝化石には, Eomiodon ma£subasensis,“ａｒぷum sp.'「7e£oria
sp. Ｍａ£sumo£oa unisulcata, Cos£０りlena mifline几sis, N.φiponicorbula okadai, Leptosoren
ｓp.などがあり，まれにPtero£rigonia (?Scabro£rigonia)ｙｅｈａｒaiが産する．汽水生貝化石の
構成種は，Ｓ－ｌｂ部層に似ているが，本層ではＰｓｅｕｄａｓａｐｈンｓ ｊａｐｏＴｉｉｃａが殆どみられず，また，
77e£oria shishijimensis, Goshoraia crenula£ａが比較的に少い．まだセリシューム″の濃集層
やGoshoraia, Te£oria,“Ｏｓ£ｒ?’が散点的に本層の基底部近くに発達する．木層の基底部は
一般に喋岩層や粗粒砂岩層の発達が顕著であるが，Ｓ－ｌｃ部層との関係は漸移的である．また基
底部からやや上位にある凝灰岩層（１ｍ士）や凝灰質泥岩はかなり連続性がありキーベットの１つ
となりうる．
　岩相の変化からは，本層はルーズな上方細粒化を示すが，動物相はむしろ下部で潮間帯域，中部～
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上部で汽水域と変化している．　　　　　　　　　　　　ご
　本層は，七郎山西側の林道沿いに下位のＳ－ｌｃ部眉からの漸移部から下半部が略連続露頭で観
察できる．また幣串から片側に至る西海岸廻りの道路には，下部から上部にいたる好露出がある．
　S－Ⅲ層（立石層= Tateishi Formation)
　本層の分布は大変せま･く，島の東岸に点々と分布し，下位のＳ－Ｈ層との関係は，湯ノ白北西の
山中の不完全な露頭から，おそらく整合関係であると推定される．本層は粗粒砂岩を主とする下部
層（S－Ⅲａ）と暗灰色シルト岩を主とする上部層（S－Ⅲb）に区,分できる．層厚は略120 m.
　ａ．　　Ｓ－Ⅲａ（下部層）
　本部層は砂岩優勢の砂岩・泥岩の互層であるが，疎岩も数層準にわたり発達している．また，ク
ロスラミナの発達も顕著である．泥岩層は一般に薄く，緑灰色・暗青灰色のシルトからなる．産出
化石は下記の通りである．
砂岩中の二枚貝　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
石'onavicula£ashiroi Matsuda
ＣｕｃｕｌｌａｅａｅｚｏｅｎｓiｓYabe et Nagao
Glycymeris (鼠inaia) so麗da Nagao
Ｌｏｐｈａ ｓp･
川即onitrigonia尼削chiana (Yokoyama)
j）£erotrigoma (P£ilotrigonia) brevi・la (Yeh尽ｒａ卜
Ｐ．（？Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｐｕｓtｕloｓａ（Ｎａｇａｏ）（Ｂ）
Ｐａｃｈｙtｈａｅｒｕｓ　ｎａｇａｏｉ( Matsumoto)
Goshoraia crenula£a ( Matsumoto)
シルト岩中の二枚貝
Cucullaea ezoensis Yabe et Nagao
Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（？Ｓｃａｂｒｏtｒigｏｎｉａ) obsole£a ( Nakaho)
Ｒ（?&) pustulosa (Nagao) (B)
Goshoraia crenula£a (Matsumoto)　　　　　　／
　b. S-Ⅲｂ部層（上部層）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●j　　　●I　I　　　　　1
　本部層は，暗灰色シルト岩の厚層からなる．みかけ上はS-Ic部層のシルト岩に極めて類似する．
産出化石は散点状に, Nucula (Pectinucula) kocんiensis, Entoliurれsp. cf.£　岫ｏｓ£um.
Ｐｏｒtｌａｎｄｉａ(s.l.) na即seana, Nanonavis pseudocari心£a, P£皿り£rigonia (？Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）
imanisfぶ，Ｒ（?Ｓ）ｐｕｓtｕloｓａ(B), Parvamussium ci.　ｃｏｕｊｐｅｒi･yubarenseなどが観られる．
　Ｓ－Ⅲ層の下部は，おそらく潮間帯付近の堆積物であり，上部はかなり公海に面した潮下帯め堆
積物と推定される．
　本層は，S一皿層の汽水成堆積相から連続する浅海一公海域の堆積相とみなす事もでき，獅子
島の御所浦層群の第２堆積サイクルを構成するとも考えられる．しかしながら，本層とＳ－Ⅲ層の
関係が明瞭な露頭をまだ見出せないので，ここでは.独立層として取扱った.
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　S-IVH (柏栗層= Kashiwaguri Formation)
　本層は島の東岸柏栗付近を中心に海岸線と略平行して，背斜構造をなして分布する．層厚約250
m，全般に砂岩優勢な，砂岩とシルト岩の大まかな互層である．シルト岩は，部分的には砂岩と区
別できない程粗粒化する．また砂岩は細～中粒砂岩を主とするが,1部分的にはかなり粗粒化する部
分もあり，その場合，しばしばクロスラミナが発達する．本層の全層準にわたり浅海生貝化石が産
する．密集層・濃集層が何回も操返し出現し，本島の代表的な化石産地をなしている．主な二枚貝
化石は下記の通りである.
　　Eonavicula tasんiroi Matsuda
　　ＣｕｃｕｌｌａｅａｅｚｏｅｎｓiｓYabe et Nagao
　　Tendagarium seikaianum Amano
　　Plesi叩池限zａ£riniformis Amano
　　ｊ）£ｅｒｏ£rigonia(?Scabrotrigonia) pustulosa (Nagao) (B)
　　Ｒ（?&) sp. aff. P. (?S) lo昭ilova (Jimbo)
　　p. (P£ゐ£rigonia) mifunensis (Tamura et Tashiro)
　　p. (PtiL) amakusensis Tashiro et Matsuda
　　p. (Ptil.) brevicula (Yehara)
　　Anthonya apicalis Nagao
　　Pachy£haerus nagaoi (Matsumoto)　　　　　　　　　犬
　　　“Tapes” ｎ. ｓp･
　　Goshoraia crenula£a ( Matsumoto)
　　Pholadomya japonlca Amano
　　Ｃｅｌｃｏｍｙａｓp･
　本層の化石の産状はＳ－ｌｃ部層の砂岩中の密集層や，御所浦島の御所浦層群のｎｂやｎｅ部層
　（松本, 1938)の密集層に類似するが，産出化石種，特に三角貝についてはかなり差異がみられる
　（田代・松田, 1982).
　本層はおそらく潮間帯よりもやや深い潮下帯の幾分不安定な堆積環境下に形成されたと考えられ，
本層が下位の･Ｓ－ｍｂ部層から漸移する関係にあるので，下位から上位へ粗粒化する岩相と合いまっ
て，次第に海退してい･る環境変化が推測される．
　S－Ｖ層（獅子島層= Shishijima Formation)
　本層は砂岩優勢な上部層（Ｓ－ｖｂ）と，泥岩やや優勢な下部層（Ｓ－ｖａ）の全体として大ま
かな互層から構成される．模式的な分布は，島の北東部の湯ノロ東方の海岸に観られる．又，島の
南東の柏栗・幣串間に東南方へつきだした半島部にも好露頭がある．ただし本層の基底部は不明瞭
で，幣串の東方にS－IV層を整合に覆ってわずかに分布する（現在この部分はコンクリート被覆が
ほどこされている）．本層の層厚はおよそ400m十と思われる．
　ａ．　　Ｓ－ｖａ部層（下部層）
　約５ｍ層厚の基底篠岩が整合にS －IV層の砂・泥岩互層上に重さる．篠岩の上位には，厚さ約
ｌｍの赤紫色泥岩を挾み，主体はやや砂岩優勢の砂岩・泥岩互層から始まるが，上部に至るにした
がい次第に泥岩が優勢になる．砂岩は一般に中～細粒で，比較的貝化石に富む，泥岩は暗灰色～暗
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緑灰色を示し，所々に二枚貝密集層がレンズ状に発達する．産出化石は上部と下部では構成種に変
化がみられる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　基底部近くの砂岩層中に発達する化石密集層は, Glycymeris (裁z砲細）ｓｏｌｉｄａとj）£erotrigonia
　（j）£ilo£rigonia)mifｕａｅｎｓiｓを主体とし，まれに, p. (Ｐtil，）£amuraiが含まれる．下部の泥岩
の密集層には, Anthoりa apicalis, Ptero£rigorda (？Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ)aff. lo昭ilo田，Ｒ（？Ｓ）
monobeana, Ｒ（?S) pus£ulosa (B)などがあり，中部の砂質泥岩～砂岩には, Ptero£rigonia
　（八ilo£rigonid) tamurai, P. (良以) usuiensis,Ｃｕｃｕｌｌａｅａ　ｅｚｏｅｎｓiｓすぶどがあり，泥岩中に
はp. (P£iL ) mifunensis, P. ( Ptil.) aff. brevicμＭ，粗粒砂岩中には　7Vφμ）㎡£rigonia
ん活回九必凹などがみられる．上部の砂岩中には，ひassos£rea affﾝ融ωauchidensis. “ Hayamina”
sp..　Ｔｅtcjria aff. s臨的imensisの密集層がある．
　なお，本部層の上部では，再び砂岩層が優勢になり, S-Vb部層へ漸移する．化石産地は湯ノ
ロ東方と幣串東方に好露頭がある．
　b. S-Vb部層（上部層）
　本部層は，粗粒砂岩～中粒砂岩の厚層（1m～10数ｍ）と･暗緑灰色の泥岩（数10cm～数ｍ）の大ま
かな互層であり，上部へ移る程砂岩が優勢となり，しばしば疎岩状の砂岩層や疎岩層も挾まれる．ま
た各所にクロスラミナの発達が顕著な砂岩層がみられる．化石は一般に乏しく，下部の砂質泥岩部に
２層程の密集層がある．その１つは, Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａｆｅｄｔｕａｕｃｈｉｄｃ几ｓiｓ,　Ｔｅtｏｒia ｓhiｓｈｉｊｉｍｅｎｓiｓを主
とするもので，のこる１つは,　Ｓｅｐti/ｅｒ ｄ. 心血nensis, Anomia sp･， Anomia aff. foldiaを主と
するものである．また，ごくまれに，中部付近の粗粒砂岩にPterptrigonia (s. s.) aff. sa励起rai
を産する．
　以上の様に，本部層は，岩相・動物相共に上方へ向かって海退の進行が認められるので，下部層
　（Ｓ－ｖａ）およびその下位のS －IV層を含めた一連の海退相とみなせるが，S－IV層とS-Va
層間に赤紫色岩層を挾むなど，必ずしもその海退はおだやかに進行したものではなく，小きざみな
不安定な環境下にあったと思われる．また，Ｓ－Ｖ層には熊本県御船地方の御船層群と共通する化
石が多い事，また鹿児島県長島の薄井付近には, S-Va部層と共通する化石の密集層中に，しば
しばPteretrigonia (P£il)ｈｉｇｏｅｎｓiｓやp. iPtil.) mashiたensisや大型のＧｏｓｈｏｒａｉａなど
御船層群と共通する三角貝などが含まれる事など，大変興味深い．
　Ｓ－Ｖ層の延長部として，幣串南方の島や，伊唐島にその分布を追跡する事が出来るが，前島の
S－ｖb相当部層からは, Eomiodon matsubasensis, Ma£sumotりａ unisulca£ａなどの汽水生貝化石
の報告がある（山本・速水, 1971).
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　対　　　比
　獅子島の御所浦層群と，模式地御所浦島の御所浦層群及び，熊本市東・南方の御船層群との対比
は図５に示す．また図５には，四国高知県の秩父帯中に分布する中期白亜紀層も加えた．従来の
Amano (1962),山本・速水(1971),岩崎・坂本(1981)らによる層序区分と本論文の区分とで
は大巾に異なるので，その比較図を付することは困難であるので省略する．
　Ｓ一Ｉ層は，御所浦島のＵｃ－Ｕｅ部層に対比する事が最も妥当だと考えられる．その理由は
Ｓ－ｌｃ部層の砂岩中の二枚貝群集が，Ｕｅ部層の群集と殆ど共通する.こと, S-Ib部層に特徴
的すぶＰｓｅｕｃｋｉｓａｐｈｊ･ＳｊａｐｏＴｉｉｃａ,Ｔｅtｏｒio ｓhiｓhijim-ｅｒiｓiｓ. Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(s. s.)ｓakahｕｒaiは
Ｕｄ部層にも特徴的であること．赤紫色泥岩を主体とするいわゆる陸成層と考えられるＳ－ｌａ部
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図５ 対比図
☆印は，アンモナイトの産出により，時代決定が略確実な所．
岩相については図３を参照のこと．
層は，御所浦島でもｎｄ部層の下位のＵｃ部層の岩相と著るしく共通することなどがあげられる．
したがって，獅子島の御所浦層群は，御所浦島でのｎｃ部層から始･まっていて，ｌ a, I ｂ， Ｈ ａ，
Ｈｂの各部層は本島には存在しないと思われる．
　Ｓ－ｌｃ部層とｎｅ部層との間にはかなりの岩相・動物相に違いがある．たとえば，ｎｅ部層は
殆ど砂岩から構成されるのに対し, S-Ic部層は，西南方に向かうにしたがい暗灰色シルト岩
が多くなる．そしてこのシルト岩からはｎｅとは全く異る二枚貝群が産する．その二枚貝群は，
高知県の吹越層の群集に似ている(Tashiro and Matsuda, 1982).また，S ― Ib 部層とnd
部層の間では，前者に散点的ではあるが, Anthoりａ叩i。瓦sやｎｅに共通するj）£ｅｒｏ£rigoni
　(j）£ilo£rigonia)昭ａωaiや上部にＧりりｍｅｒiｓの密集層があるが．後者には殆どみられず，また，
ⅡｄのPtero£rigonia (s. s.)ｓahahｕｒaiの下位に発達するＮｉｐｐｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａ ｈｉｆｅｉｉｃｈｉａｎａの多
産する部分が，まだＳ－ｌｂには発見できない．またｎｂには，薄い赤紫色・緑灰色の泥岩が挾まれる
が，Ｓ－ｌｂにはない．
　獅子島Ｓ－ｌｂ～ｃからs ―n,と御所浦n d， U‘ｅ，Ⅲの下半部の岩相と勁物相の違いを模式
的に示しだのが図４である．この図に示される如く，獅子島から御所浦に向かって，公海域から浅
海域・潮間帯域から汽水域・汽水域から陸成相と･，南から北へ海進が進んでいることを示している.
　s―n層～S －IV層あるいはＳ一ｖａ部層は，おそらく御所浦島のｍ層に対比される. Tamura
et a1. (1963)は，御所浦島のｍ層を再にｍａ～Ⅲｄの４部層に区分した．すなわち，ｍａ～ｍｂは
砂岩・疎岩・赤紫色岩を主体とし, Pseudasaphys j叩onica, Ｍα£ＳｍＯ£oa unisulca£αを始めとする
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図４　御所浦島の御所浦層群と獅子島の同層群の水平的岩相及び動物相の変化を示す対比図
　　　（岸相は図３に同じ）
　　　Ａ:ＰｓｅｕｄａｓａｐｈｙｓｊａｐｏＴｉｉｃａを主とする汽水生’プオーナ
　　　Ｃ：　｀セリシウム″の密集層
　　　Ｇ : Glｙｃｙｍｅｒiｓの密集層
　　　S I Ptｃｒｏｌｒｉｇｏｎｉａ(s.s.)ｓａｆｅａｆｅｕｒaiの産出
　　　○:Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ(.Ptilotrigonia)ｏｇａｕｊａｉやp. iPtiL) dilapsaを主とする密集層
　　　Ｚ：生痕化石（Ｚｏｏｐｈｙｃｏｓ）の産出
　　　P :Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（?Scabrotrigonia) obsoletaを主とする貝化石の産出
　　　Ｎ :ＮａｎｏｎａｍｓやＰａｎｉａｍｕｓｓiｕｍ.などの公海生貝化石の産出
　　　Ｕ:ＭａtｓｕｍｏtＯＱを主とする汽水生フォーナ
　　　Ｂ■.　Ｔｅtｏｒia，j）ｓｅｕｄａｓａｐｈＮＳす＆どを主とする汽水生フォーナ
　　　Ｙ ＩＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（？Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）ｙｅｈａｒaiの産出
汽水生貝化石の密集層を伴う.Ⅲｃ部層は砂岩勝ちの砂岩・シルト岩互Jljで，Ｍａ£sumotoa japonica,
Ptero£rigonia (？ＳｃａｂｒｏtＫｇｏｎｉａ）ｖｅｈａｒaiなどの二枚貝化石の産出で特徴ずけられる．Ⅲｄ部層
は，粗粒砂岩・泥岩・疎岩の互層で，Ｍａ£おｍｏ£oa unisulca£ａなどの汽水生貝化石の密集層を数層
準に伴い，また，１部にTrigonioides ma£sumo£oiを含む淡水生のフオーナが認められる．
　以上のようにⅢａ～Ⅲdの間には，不完全ながら／上部（d）と下部(a.b)で陸成・汽水成，
中部（ｃ）で潮間帯・汽水域を示す１堆積サイクルが考えられる．この関係は獅子島でのＳ－Ｕ層
から，Ｓ－Ｖ層の下部（？）への岩相・動物相の変化に似ている，しかしながら獅子島の動物相は，
御所浦島の勁物相よりも，はるかに公海性(off shore)の要素が強い．たとえばⅢａ・ｍｂ付近
に対比されると思われるＳ－ｎ・Ｓ－Ⅲａでは，赤紫色岩は認められず，Ⅲｃに相当するＳ－ｍｂ・
S―IVは，公海生・潮下帯付近のフォーナで特徴ずけられるじ，Ⅲｄの海退期に相当するＳ－ｖａ・
Ｓ－ｖｂ（？）でも, Pterotrigonia iPtilo£rigonia) mがunensis, P. (PtiL)£amuraiなどの
三角貝やＣｒｏｓｓｏｓtｒｅａ　ｆｅａｕiaｕｃｈｄｅｎｓiｓ,　Ｓｅｐtifeｒ mi/ｕｎｅｎｓiｓ． Ａｎｏｍｉａ ｆｏｌｄｉａなどの汽水・潮間
帯域のフオーナが厚く認められる．
　S ―Vb部層およびその相当層（前島・伊唐島・長島）には，各種の三角貝や汽水生貝化石が認
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められることから，潮間帯～汽水域の堆積環境が交互するような不安定な堆積相であったと推定さ
れる．また， Ｓｃｐtifeｒ,Ａｎｏｎｘia，Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａ，や大型のGoshoraia crenulataや，長島付近
ではPtero£rigonia (P£ilo£rigonia)ｈｉｇｏｅａｓiｓ･やp.(P£iL) mashikensisなどを伴うことから，
この部分は，御船層群の基底部層～下部層付近に対比されると思われるが，おそらく下部層の下半
部までだと思われる（御船層群下部層の中部には，イノセライムスやアｙモナイ.卜を含む部分があ
るので，この部分以前の堆積物と考えた方がよいと思われる）．
　獅子島の御所浦層群の地質時代は, S―Ic部層に産するアンモナイトからlower Lower Cenomanian
は確実である(Matsumoto 1960, Matsumot･o and Inoma, 1975).また, Matsumoto and Amano
(1964)によるParacymatoceras tunghaicumも筆者らのＳ一ｌｃから産している．また山本・速水
(1971)による頭足類にはに)ｅｓＴｎｏｃｅｒａｓｈｏｓｓｍａtiがＳ－Ⅲａ，ルlisoceras sp. がＳ－ｖａから報告
されている．
　御所浦島の御所浦層群では, n b･ 部層かヽらMortoniceras aff. rostratumが報告され，ｎｂが
upper-most Albianである事が確認されており(Matsumoto and Tashiro, 1975).また，御船層群
中部はＥｕｃａｌｖｃｏｃｅｒａｓcf. ｓμz£/liの産出により, Middle Cenomanianと考えられている(Tamura et
al.l974).また高知県下の秩父帯白亜系では，S－IV層と共通する化石フオーナを示す宮ノ原層から
は, upper Lower Cenomanian を示唆するアンモナイトの報告があり(Matsuda, m. s.). S ―Ⅲbと
共通する二枚貝（特に八・〇irigonia (？Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｕia)iman shi)が事する吹越層‘(Tashiro and
Matsuda, 1982)のすぐ上位の砂岩（永瀬層の基底部）からはManteliceras j叩onicum (Lower
Cenomanian)が報告されている「Matsumoto,」981'; Tashiro and Kozai, 1982) .また，永瀬層
中部のMiddle Cenomanian を示すアンモナイトＣａｒｙｃｏｃｅｒａｓｃｒｅｎｕlatｉ↓ｓを産する砂岩(Tashiro
and Kozai, 1982; Matsumoto, 1982; Matsumoto and Tashiro, 1982).からは御船層群下部層や
長島のＳ－ｖｂと共通する三角貝．他の二枚貝が出ている／
　以上の事から獅子島の御所浦層群はlower Ijower Cenomanian～Middle Cenomanian までが分
布すると思われ，その主体はLower. Cenomanianである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　地　質，構　造
　獅子島の地質構造は，地質図及び断面図に示した･ように，ほぼNNE―SSW方向に西側で
向斜，東側で背斜軸を待ったゆるい摺曲構造か･らなり･．西側の向斜の両翼部はほぼ軸に平行な断層
で切られ，両翼部で落ちこむような.（向斜軸付近が古く，両側で新しい）構造が加わり，さらにそ
の向斜軸に直交したＷＮＷ－.ＥＳＥ方向の複数の断層によって胴切りされ，北方で古く，南方
で新しい（北から南へ順に落’ちこ.む）地質体の分布を示している．
　この構造は，この付近の構造運動が引ヽつぱり（ほぼ東西方向）の場であり，その強さは，北方よ
りも南方でが大きい事を示している．　　　　　　　　　　　　　　　　゛
　獅子島の地質構造とほぼ同じ傾向の向斜･背斜軸，軸に平行する断層系とこれらを胴ぎりにする
軸に直交する断層系は，御所浦島（松本1938)や天草下島（田代・大塚, 1979).にも普通に観られ
る構造であり，いずれも向斜軸付近が上がり両翼が落ちこむような形をとり，北よりも南で開く形
の地質体の分布を示している点興味深い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　●　５　お　わ　り　に．
　　鹿児島県獅子島に分布する御所浦層群は, S ―I～Ｓ－Ｖの５層に区分できる．また, S-I
層は，上・中・下の各部層，Ｓ－Ⅲ，Ｓ－Ｖ層は，上・下の各部層に細区分される．
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　本島の御所浦層群は大きく２回の堆積サイクルを操返した後／上半部では，不安定な上方粗粒化
の海退堆積相が重なる．Ｓ－Ｉ層にみられる堆積サイクルは最も海進が進行した部分の層序が下位
から陸成→汽水→浅海→公海と順に観察される．Ｓ－ＨからＳ－Ⅲに観られる堆積サイクルは不完
全であるが，S－II層が汽水域，Ｓ－Ⅲ層が浅海一公海域の堆積物であると思われる.S－IV層か
らＳ－Ｖ層は，下位から次第に浅海域一汽水域と変移していった事が，岩相からばかりでなく動物
相からも推定できる．
　本島の御所浦層群はlower Lower CenomanianがらMiddle Cenomanianの堆積物であると推定
され，御所浦島の本層群よりやや若い部分から観察されるが，Ｓ－Ｖ層最上部の付近は御所浦島に
はすでになく，おそらく御船層群の基底部付近に対比されると思われる．
　本島の地質構造は, NNE-SSW方向の向斜軸を持ちやや北方で閉じる向斜構造を示し，そ
の両翼部は，略軸方向に平行な断層で切られ落ち込んだ，いわゆる引張り゛の応力の場で形成された
と思われる分布を示しさらに，軸方向に直交する断層（複数）により，それらがモザイク状に配列
している．
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Plate
①②
③
④
⑥
⑥
⑦
⑧
図　版　の　説　明
Ｓ一ｌｂ部層に:発達する゛セリシウム″の密集層（七郎山の西側道路上切割）
Ｓ－ｌｂ部層の発達する青灰色砂岩の厚層（御所浦東方農面道路上切割）
S-Ic部層の暗灰色シルト岩（②のやや東方）
同部層のＺｏｏｐｈｖｃｏｓと三角貝が産出するシルト岩
Ｓ－Ｕ層の青灰色砂岩．（Ｓ－ｌｂ部層の青灰色砂岩と殆ど区別ができない．これまでS―Ibの
部分が，皆この地層として除色されていた：幣串一片側間の道路上切割
⑤の砂岩層中に発達する汽水生貝化石の濃集層（泥岩）を示す．
Ｓ－ｎ層の疎岩，または疎質砂岩．⑧の青灰色砂岩の下部にしばしば発達している（片側南方）
姫浦層群（上部白亜系・サントニアン）とＳ－ｌｂの砂岩層との断層（片側）
※　ここにあげた写真は，いずれも現在コンクリートの被覆工事が進行中であり，今後，露頭
　として観察することは困難である．露頭写真としては良い物ではないが証処の記録としてと
　どめる．
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